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3東日本大震災後三カ月の生活体験の評価
～学業復帰した被災学生の振り返りから～





　2011 年 3 月 11 日，東日本大震災により多くの
ものが失われ，日常生活にも大きな変化がもたら
された 1）～ 3）。宮城県 S 大学でも，学生・家族の
死亡・行方不明，家屋の流失・浸水・全半壊被害


























2011 年 6 月 15 日に実施した。授業は 3 月 11 日




6 月中旬の印象的出来事を 37 のキーワードまた
は自記自由記述から 10 個選ぶ。②横軸の右から
左に嫌な順に 1 位から 10 位までを並べる（嫌さ
順位 )　③縦軸に横軸に並べたそれぞれの項目を
「とても嬉しい」を 5 のレベルとして「嬉しくな
い」１までに位置づける ( 嬉しさ度 )。マップ記






















切・大切でないなどを x 軸，y 軸に選び座標軸と
して，生活行動をキーワードとして展開する生活
マップへと応用拡大されている 10）。




学年 男 女 計
1年 18 53 71
2年 2 23 25
3年 2 2 4
4年 1 2 3
計 23 80 103



































順位 印象的出来事 回答数順位 印象的出来事 回答数 順位 印象的出来事 回答数
1 地震・余震にあった 89 20 気晴らしを楽しんだ 19 35 彼氏できた 2
1食暴飲暴2481たっなに則規不が活生2228たし電停2
3 水道・ガスが止まった 73 23 災害後の跡片づけ、届出をした 1たっ太2471
1転運車2461たっあに波津4256たっかなれ入に呂風4
5 家族・友人・知人の消息を心配 50 25 体調を崩した 15 42 家が壊れた 1
6 交通手段・ガソリンが無くなった 47 26 励ましやお見舞いをもらった 14 42 これからボランティア 1
6 新学期が遅れた 47 27 部・サークルで活動した 13 42 遊べなかった 1
8 水や食べ物が無かった 41 27 勉強や実習をした 13 42 募金活動した 1
9 友人・知人・家族と連絡した 37 29 外出を控えた 12 42 物を大切にするようになった 1
10 遊びやデートに行った 36 29 余震で睡眠不足になった 12 42 1階で寝た 1
11 放射能を心配した 34 29 ボランティアをした 12 42 一人暮らし 1
12 生活必需品が不足した 33 32 避難・転居した 7 42 彼氏と初めて喧嘩 1





























1 地震・余震にあった 2.37 0.22 89
2 津波にあった 2.63 0.33 16
3 自分・家族・親戚が被災した 2.73 0.32 26
4 友人・知人が被災した 2.76 0.46 21
5 水道・ガスが止まった 3.66 0.22 73
6 停電した 3.82 0.20 82
7 風呂に入れなかった 4.00 0.28 65
8 家族・友人・知人の消息を心配 4.08 0.33 48
9 体調を崩した 4.50 0.70 14
10 水や食べ物が無かった 4.85 0.34 41
11 避難・転居した 4.86 1.22 7
12 放射能を心配した 5.03 0.37 34
13 余震で睡眠不足になった 5.17 0.51 12
14 生活必需品が不足した 5.45 0.32 33
15 交通手段・ガソリンが無くなった 5.96 0.24 47
16 外出を控えた 6.00 0.64 12
17 災害後の跡片づけ、届出をした 6.35 0.49 17
18 町並みが変わった 6.42 0.45 24
19 医療や薬が不足した 6.50 1.50 2
20 生活が不規則になった 6.61 0.48 18
21 イベント活動した 6.67 1.33 3
22 バイトした 7.15 0.45 27
23 勉強や実習をした 7.27 0.74 11
24 新学期が遅れた 7.30 0.29 47
25 義援金出した 7.60 0.87 5
26 歩いた 7.69 0.38 29
27 友人・知人・家族と連絡した 7.92 0.33 37
28 TVを見た 7.95 0.47 19
29 お金が引き出せなかった 8.00 2.00 2
29 就職活動した 8.00 0.00 2
31 部・サークルで活動した 8.31 0.59 13
32 励ましやお見舞いをもらった 8.43 0.40 14
33 普段話さない人と話した 8.47 0.40 17
34 気晴らしを楽しんだ 8.67 0.31 18
35 インターネットや携帯電話を使った 8.70 0.23 33
36 ボランティアをした 8.83 0.41 12
200.100.9強勉理料73
37 友人ができた 9.00 0.00 2
39 中高同級生と会った 9.50 0.50 2













1 料理勉強 5.00 0.00 2 37
1 友人ができた 5.00 0.00 2 38
1 中高同級生と会った 5.00 0.00 2 39
1 彼氏できた 5.00 0.00 2 41
5 遊びやデートに行った 4.90 0.05 33 40
6 気晴らしを楽しんだ 4.65 0.15 18 34
7 部・サークルで活動した 4.50 0.42 13 31
8 励ましやお見舞いをもらった 4.40 0.21 14 32
9 インターネットや携帯電話を使った 4.39 0.15 33 35
10 普段話さない人と話した 4.18 0.21 17 33
11 友人・知人・家族と連絡した 4.11 0.22 37 27
12 イベント活動した 4.00 0.58 3 21





18 勉強や実習をした 3.18 0.40 11 23
629222.070.3たい歩91
20 新学期が遅れた 2.89 0.15 47 24
21 災害後の跡片づけ、届出をした 2.38 0.22 17 17
22 生活が不規則になった 2.00 0.21 18 20
612162.029.1たえ控を出外32
24 町並みが変わった 1.88 0.17 24 18
25 避難・転居した 1.86 0.55 7 11
26 余震で睡眠不足になった 1.64 0.24 12 13
94102.005.1たし崩を調体72
27 交通手段・ガソリンが無くなった 1.50 0.12 47 15
29 生活必需品が不足した 1.47 0.15 33 14
30 水や食べ物が無かった 1.35 0.13 41 10
31 友人・知人が被災した 1.33 0.19 21 4
32 家族・友人・知人の消息を心配 1.30 0.11 48 8
33 風呂に入れなかった 1.24 0.06 65 7
34 自分・家族・親戚が被災した 1.19 0.10 26 3
62850.091.1たし電停43
36 地震・余震にあった 1.14 0.05 89 1
37 放射能を心配した 1.12 0.07 34 12
38 水道・ガスが止まった 1.11 0.04 73 5
26100.000.1たっあに波津93
39 医療や薬が不足した 1.00 0.00 2 19




































































嫌さについての回答では，とても嫌 ( 嫌さ順位 1
位 ) との回答が 54.7%，嫌さ順位 2 位を含めても
67.4%，嫌さ順位 4 位までの回答で 88% であり，
10 段階中 1 ～ 9 までばらついていた。また，嬉
しさ度については，最も嬉しくない事を示す 1 と

















y 値として，2 次元マッピングを行った。x 軸を
嫌さ順位（1 ～ 10 まで値が上がるほど，嫌から
嫌ではない出来事に位置付けられる），y 軸を嬉








































































































































































































事と答えた者の累積割合は 29%，同様に 5 項目
以上では 64%，4 項目以上では 80% であった。　
　これに対して，印象深い 10 の出来事のうち，
嬉しい出来事（嬉しさ度 5）の項目数は 4 個以
下にとどまった。嬉しい事は全くなかったとす
る者が 24％にも上り，一つだけとする者の割合














































地震 8）などの先行事例および 2011 年 5 月 7 日，

























て約 5 割の者が地震・余震をあげ 1 位を占めた







ことは平成 7 年 1 月の阪神淡路大震災でも経験さ
れていた事である 14）。インターネットは特に 20




の音声通話は最大 70 ～ 95% の通信規制が実施さ




























































過は遅く，2 年後にようやく震災後 4 ヶ月目のレ
ベルに復した 16)。また，被災地 ( 神戸市 ) では対










　睡眠に関しては，東日本大震災後の 2011 年 6
月～ 8 月石巻市（雄勝地区・牡鹿地区）で実施さ
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